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－博士の学位論文の提出及び公表
に係る確認書（申請書）の解説－ 
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平成25年4月1日 
学位規則（昭和28年文部省令第9号）の改正について 

 

学位規則の改正について（要綱） 
 

第一 改正の趣旨 

 

博士の学位を授与された者は、博士論文を印刷公表することとされている（学位規則（昭和28年文部省令第9号）第
9条）ところ、大学院における教育研究成果の電子化及びオープンアクセスの推進の観点から、印刷公表に代えて、イ
ンターネットを利用して公表することとするための改正を行う。 

あわせて、博士論文要旨等の公表（同第8条）についても、インターネットを利用した公表とするための改正を行う。 

 

 

第二 改正の概要 

 

1 博士論文要旨等の公表について 

大学及び独立行政法人大学評価・学位授与機構が行う、授与した博士の学位に係る論文の内容の要旨及び論文審査の
結果の要旨の公表について、その方法をインターネットの利用による公表とする（第8条関係） 

 

2 博士論文等の公表について 

博士の学位を授与された者が行う、当該博士の学位の授与に係る論文又はその内容を要約したものの公表について、
その方法を、印刷により公表することに代えて、当該博士の学位を授与した大学又は独立行政法人大学評価・学位授
与機構の協力を得てインターネットにより公表することとする（第9条関係） 

 

3 施行期日 

 この改正は、平成25年4月1日から施行するものとする（附則関係） 

１． 

文部科学省ウェブサイトから引用 
http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/daigakuin/detail/1331790.htm 
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２． 博士の学位論文の提出及び公表に係る確認書（申請書） 

広島大学において博士の学位論文を提出する際には，以下の「博士の学位論文の提出及び公表
に係る確認書（申請書）」に必要事項を記入のうえ，指導教員のチェックを受けた上で，所属
研究科の学生支援室へ提出することとしている。 
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２． ①確認書（申請書）の趣旨説明及び広島大学学位規則の確認 

⑥で説明 
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２． ②氏名，研究科，論文題目の記入及び問い合わせ先の確認 
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２． ③学位論文執筆に係る確認事項 

文化庁 
著作権テキスト P77 
８．著作物等の「例外的な無断利用」ができる場合 
 ⑧ 「引用」｢転載｣関係 
  ア「引用」（第32条第1項） 
   他人の主張や資料等を「引用」する場合の例外 

広島大学 広島大学図書館（黒澤 節男） 

○文化庁 著作権ホームページ 
  http://www.bunka.go.jp/chosakuken/index.html 

【参考資料】 

○広島大学における研究活動に係る不正行為への対応に関する規則  
  http://home.hiroshima-u.ac.jp/~houki/reiki/act/frame/frame110000115.htm 
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２． ④学位論文申請に係る確認事項 

※ 提出書類は研究科によって異なる。 

※ 電子データ提出のタイミングは研究科によって異なるが，原則として学位を授与される 
  までにすべての電子データを提出することとしている。 
  （やむを得ない事由により「学位論文全文の要約」を公表する場合にも，「学位論文 
  の全文」の電子データを提出する必要がある。） 

長期保存を目的としたファイル形式で，文字フォントの埋め込み，暗号化の禁止，外部ファイルへの依存性の排除など，長期的なコンテン

ツへのアクセスを担保した規格。 
Microsoft Office製品からは，PDFに保存する際にオプションで「ISO 19005-1に準拠(PDF/A)」にチェックを入れると簡単に作成できる。 

 

PDF/A (ISO 19005)とは――― 

PDF/A (ISO 19005)に準拠したファイルを作成することができない場合――― 
 最低限，以下の要件を満たしたPDFファイルを作成する。 

①文字フォント埋め込みであること 
②暗号化していないこと（パスワードによるロック等をかけていないこと） 
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２． ⑤広島大学学術情報リポジトリでの公表に係る確認事項１ 

参考：学位規則の一部を改正する省令の施行等について（文部科学省高等教育局長通知）抜粋 
 
（2）博士論文の公表 
1 博士の学位を授与された者は，当該博士の学位を授与された日から1年以内に，当該博士論文の全文を公表
するものとすること。ただし，当該博士の学位を授与される前に既に公表したときは，この限りでないこと。
（第9条第1項関係） 
 
2 博士の学位を授与された者は，やむを得ない事由がある場合には，当該博士の学位を授与した大学等の承認
を受けて，当該博士論文の全文に代えてその内容 を要約したものを公表することができるものとすること。こ
の場合において，当該大学等は，その論文の全文を求めに応じて閲覧に供するものとすること。（第 9条第2
項関係） 
 
3 博士の学位を授与された者が行うこれらの公表は，当該博士の学位を授与した大学等の協力を得て，イン
ターネットの利用により行うものとすること。（第9条第3項関係） 

※ 学位論文全文の公表は，学位申請者自身が責任を持って主体的に行うものであり，広島大学は「広島大学 
  学術情報リポジトリ」というシステムを用いて，積極的に協力するという立場にある。 

⑥で説明 
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２． ⑥広島大学学術情報リポジトリでの公表に係る確認事項２ 

これらの項目は，文部科学省からの通知資料及び中央
教育審議会等での議論を参考に作成。 
疑義が生じている場合には，指導教員をはじめとして 
・出版社 ・学会 ・共著者 等に確認してください。 
広島大学にも著作権や特許に関する質問を受け付けて
いる窓口があります。 

「やむを得ない事由」に該当する項目がある場合には，
広島大学長へ「学位の授与にかかる論文の全文に代え
てその内容を要約したものを公表したい」旨を，申請
します。（研究科の教授会等で申請内容を審査） 
※申請した際の理由が解消された場合には，速やかに
論文の全文を公表する必要があります。 
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２． ⑦申請者署名及び指導教員署名 
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３． 博士の学位を申請される方へ 

博士の学位申請者向けにチラシを作成して，各研究科学生支援室において配付している。 
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４． 英語版の紹介 

英語版の確認書（申請書）及びチラシも作成して，外国人留学生へ対応している。 
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最後に 

学位審査に関するスケジュールや提出書類
は研究科によって異なります。 

 

不明な点があれば，所属する研究科の学生
支援室へお尋ねください。 

 

ご清聴ありがとうございました。 
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